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V25b X-pendulumを用いた水平２自由度防振装置の防振特性
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重力波レーザー干渉計 TAMAで使用するために、X-pendulumを用いる２自由度防振装置の開発をおこなっている。９
６年 11月に 2台の試作機による真空中での防振性能を測定する実験を行った。この実験の内容及び結果について報告する。


